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青
少
年
赤
十
字
の
活
動
の
意
義

	

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
会
長

�

髙　

井　

俊　

直　

�

（
愛
知
県
立
岡
崎
高
等
学
校
長
）

日
本
の
青
少
年
赤
十
字
は
、
前
身
と
な
る
少
年
赤
十
字

が
結
成
さ
れ
た
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
）
以
来
、
百

余
年
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
加
盟
校
の
児
童
生
徒
は
、

赤
十
字
の
精
神
に
基
づ
き
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
い
の
ち
と
健
康
を
大
切
に
、
地
域

社
会
や
世
界
の
た
め
に
奉
仕
し
、
世
界
の
人
び
と
と
の
友

好
親
善
の
精
神
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
小
学
校
で
は
令
和
二
年
度
に
始
ま
っ
た
新
学
習

指
導
要
領
は
、
年
次
進
行
を
経
て
今
年
度
の
高
校
三
年
生

で
も
っ
て
完
全
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
新
学
習
指
導

要
領
で
は
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
の
涵
養
」、「
生

き
て
働
く
知
識
・
技
能
の
習
得
」、「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
の
育
成
」
の
三
つ
の
柱
を
掲
げ
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
を
通
し
て
「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
「
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）
の
時
間
」
で

は
、「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
考
え
、
解
決
し
て
い
く
力
」

を
養
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
体
験
活
動
」

や
「
道
徳
教
育
」
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字
が
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
培
っ
て
き

た
「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
力
の
育
成
、
ま
た
自

主
自
律
の
精
神
を
養
い
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る
力
を
養

う
様
々
な
指
導
方
法
、
そ
し
て
、「
健
康
安
全
」、「
奉
仕
」、

「
国
際
理
解
・
親
善
」
を
柱
と
す
る
実
践
活
動
は
、
ま
さ
に
、

新
学
習
指
導
要
領
が
唱
え
る
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と

に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
活
動
の
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

青
少
年
赤
十
字
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
児
童

生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
人
間
尊
重
の
生
き
方
を
学
び
、
世
界

の
平
和
の
た
め
に
貢
献
す
る
力
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
予

測
困
難
な
未
来
を
「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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各
地
区
の
活
動
状
況

岡
崎
地
区

五
月
十
四
日
（
火
）、
岡
崎
地
区
小
中
学

校
指
導
者
協
議
会
総
会
・
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
本
年
度
の
役
員
や
活
動
計
画
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
日
本
赤
十
字
社

愛
知
県
支
部　

救
護
・
講
習
課
長　

菊
池
勇

人
様
よ
り
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
か

か
る
日
本
赤
十
字
社
の
対
応
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

○
地
区
ト
レ
セ
ン

七
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
（
木
・
金
）

市
内
全
て
の
小
中
学
校
か
ら
各
一
名
の

参
加
で
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
小
中
合

同
、
日
帰
り
日
程
を
２
日
間
行
う
予
定
で
す
。

○
「
ト
レ
セ
ン
文
集
」
発
行

こ
れ
ま
で
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
岡
崎
だ
よ
り
」
と
し

て
発
行
し
て
い
た
内
容
を
文
集
に
盛
り
込
む

と
と
も
に
、

ト
レ
セ
ン
に

参
加
し
た

児
童
生
徒

の
感
想
や

各
校
に
戻

っ
て
実
践

し
た
こ
と
を

ま
と
め
て
ト

レ
セ
ン
文
集

と
し
て
発
行

し
ま
す
。

刈
谷
・
安
城
地
区
　

刈
谷
・
安
城
地
区
（
知
立
・
高
浜
・
碧

南
・
西
尾
含
む
）
で
は
、
小
学
校
四
十
一
校
、

中
学
校
二
十
校
、特
別
支
援
学
校
一
校
の
合

計
六
十
二
校
、
児
童
生
徒
数
に
す
る
と
三
万

五
千
六
百
九
十
四
名
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

六
月
十
四
日
（
金
）
に
は
、
刈
谷
・
安
城
地

区
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

〇
刈
谷
・
安
城
地
区
ト
レ
セ
ン

今
年
度
は
、碧
南
市
の
勤
労
青
少
年
水
上

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
、
七
月
二

十
五
日
・
二
十
六
日
（
木
・
金
）
の
二
日
間
、

小
学
生
を
対
象
に
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
に

赤
十
字
の
重
要
性
を
啓
発
し
ま
す
。

〇
実
践
報
告
の
作
成

地
区
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
年
度

末
に
各
校
の
特
色
あ
る
活
動
を
冊
子
に
ま
と

め
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
ま
す
。

豊
田
地
区

豊
田
地
区
は
、
豊
田
市
と
み
よ
し
市
す
べ

て
の
小
中
特
別
支
援
学
校
百
十
七
校
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。
各
学
校
は
、
次
の
三
つ
の

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
地
区
ト
レ
セ
ン

令
和
五
年
度
は
、
八
月
十
七
日
・
十
八
日

に
、
日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
に
お
い
て

日
帰
り
で
二
日
間
開
催
し
ま
し
た
。「
気
づ

き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
の
姿
勢
で
取
り
組

み
、
多
く
の
学
び
を
得
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
六
年
度
は
、
日
本
赤
十
字
豊
田
看

護
大
学
の
学
生
と
コ
ラ
ボ
す
る
活
動
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

〇
豊
田
市
社
会
福
祉
大
会

各
加
盟
校
の
特
色
あ
る
活
動
の
写
真
を

展
示
し
、青
少
年
赤
十
字
活
動
を
広
く
市
民

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〇
お
年
玉
募
金
活
動

昨
年
度
は
、
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た
こ

と
も
あ
り
、
二
百
六
十
六
万
四
千
八
百
二
円

の
募
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
内
、百
九
十
六
万
六
千
七
百
五
十
四
円
を

能
登
半
島

地
震
災
害

義
援
金
に
、

六
十
九
万

八
千
四
十

八
円
を
海

外
の
教
育

支
援
と
し

て
役
立
て

て
い
ま
す
。

高
校
部
会

高
校
部
会
で

は
、
月
に
一
度

メ
ン
バ
ー
委
員

会
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
度
、
役

員
会
や
機
関
誌

委
員
会
の
生
徒

た
ち
は
六
月
、

十
一
月
の
メ
ン

バ
ー
連
絡
会
に

向
け
、
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
例
え
ば
、

一
人
が
「
自
校
の
活
動
を
意
見
交
換
で
き
る

場
を
提
供
し
た
い
」
と
言
え
ば
、「
そ
の
時

期
は
一
年
生
も
多
く
来
る
だ
ろ
う
か
ら
工
夫

が
必
要
だ
」
な
ど
と
、
様
々
な
立
場
で
多
様

な
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
連
絡
会
の
企

画
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

十
一
月
に
向
け
て
日
赤
愛
知
災
害
管
理
セ

ン
タ
ー
棟
を
訪
問
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と

め
て
発
表
し
ま
し
た
。

他
に
、
毎
年
夏
休
み
に
行
わ
れ
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
炊
き
出
し
体
験

や
、
期
間
中
に
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
各
学
校

へ
戻
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
企
画
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
会
場
を
移
し
て
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

HR内での交流の様子

地区トレセンの様子

お年玉募金贈呈式

高校メンバー委員会
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名
古
屋
地
区

名
古
屋
地
区
で
は
、令
和
五
年
度
地
区
ト
レ

セ
ン
を
八
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
に
わ
た
り

実
施
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
車
椅
子
体
験
、
高
齢
者
疑
似
体

験
、
妊
婦
体
験
等
の
福
祉
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
防
災
体
験
学
習
（
避
難
所
設

営
体
験
）
を
行
い
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
Ｈ
Ｒ
ご
と
に
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
居
住
ス
ペ
ー

ス
の
間
取
り
を
考
え
、
避
難
所
を
設
営
し
ま

し
た
。

前
日
の
福
祉

体
験
で
の
気
付

き
を
生
か
し
、

「
こ
こ
は
車
椅
子

の
人
が
通
れ
る

よ
う
に
ス
ペ
ー

ス
を
あ
け
よ
う
」

「
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
の
位
置
は
高

齢
者
が
静
か
に

休
め
る
よ
う
に

奥
に
し
よ
う
」と

誰
も
が
過
ご
し
や
す
い
間
取
り
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
各
居
住
ス

ペ
ー
ス
の
よ
さ
や
取
り
入
れ
た
い
こ
と
を
共

有
し
、
ト
レ
セ
ン
を
終
え
ま
し
た
。

本
年
度
の
ト
レ
セ
ン
は
、
八
月
に
日
赤
愛

知
災
害
管
理
セ
ン
タ
ー
棟
を
会
場
に
し
て
開

催
し
ま
す
。
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
建
物

内
に
あ
る
免
震
構
造
、
災
害
情
報
セ
ン
タ
ー

の
見
学
等
も
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
「
気
付
き
、
考

え
」
た
こ
と
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
「
実

行
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
児
童
生
徒
が
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

尾
張
地
区

六
月
十
九
日
（
水
）
に
令
和
六
年
度
尾
張

地
区
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
総
会
並
び
に

校
長
連
絡
会
を
春
日
公
民
館
に
て
開
催
し
、

本
年
度
の
役
員
や
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
会
で
は
、
県
支
部
よ
り
日
本
赤
十

字
社
の
活
動
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

〇
尾
張
地
区
ト
レ
セ
ン

期
日　

七
月
二
十
九
日
（
月
）

　
　
　
　
　

三
十
日
（
火
）

会
場　

春
日
井
市
少
年
自
然
の
家

加
盟
校
の
小
学
校
六
年
生
と
中
学
校
二

年
生
の
各
二
名
が
一
泊
二
日
で
参
加
し
ま

す
。
本
年
度
は
、
小
学
校
三
十
四
校
、
中
学

校
十
三
校
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

〇
発
表
交
歓
会
並
び
に
指
導
者
研
修
会

期
日　

十
二
月
二
十
四
日
（
火
）

会
場　
名
古
屋
芸
術
大
学
ア
ー
ト
ス
ク
エ
ア

加
盟
校
の
児
童
生
徒
と
指
導
者
が
参
加

し
ま
す
。
本
年
度
は
、
江
南
市
立
草
井
小
学

校
と
清
須
市
立
春
日
小
学
校
が
代
表
し
て

活
動
紹
介
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

尾
張
地
区
は
、
現
在
、
幼
・
保
を
含
め
て

一
九
一
校
・
園
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
加
盟
促
進
と
共
に
学
校
生
活
の
様
々
な
場

面
で
、
青
少
年
赤
十
字
の
目
標
で
あ
る
「
気

づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
こ
と
の
で
き
る

児
童
生
徒
を
育
む
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

知
多
・
海
部
地
区

令
和
五
年
度
は
、
知
多
・
海
部
地
区
ト
レ

セ
ン
を
六
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
児
童

生
徒
百
四
十
三
名
、
役
員
・
庶
務
・
ス
タ
ッ

フ
三
十
三
名
、総
勢
百
七
十
六
名
が
一
堂
に

会
し
、
予
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
滞
り
な
く
実
施
し
、
有
意
義
な
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
の
主
な
活
動
で
す
。

〇
知
多
・
海
部
地
区
青
少
年
赤
十
字
総
会

期
日　

五
月
二
十
一
日
（
火
）

会
場　

東
海
市
芸
術
劇
場

〇
知
多
・
海
部
地
区
ト
レ
セ
ン
　
一
泊
二
日

期
日　

七
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
　

二
十
二
日
（
月
）

会
場　

美
浜
自
然
の
家

〇
指
導
者
講
習
会
・
児
童
生
徒
交
歓
会

期
日　

十
二
月
二
十
五
日
（
水
）

会
場　

知
多
市
勤
労
文
化
会
館

知
多
・
海
部
地
区
の
加
盟
校
は
、
知
多
が

百
十
校
、
海
部
が
五
十
六
校
、
合
計
百
六
十

六
校
で
す
。
各
校
そ
れ
ぞ
れ
で
「
気
づ
き
・
考

え
・
実
行
す
る
」
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
三
河
地
区

東
三
河
地
区
（
豊
橋
・
豊
川
・
新
城
・
設

楽
・
田
原
)で
は
、
小
学
校
四
十
四
校
，
中

学
校
十
五
校
の
合
計
五
十
九
校
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
特
色
の
あ
る
活
動

や
地
域
と
連
携
し
た
実
践
が
日
々
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
児
童
会
・
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ

て
進
め
る
た
て
わ
り
活
動
（
異
学
年
間
の
活

動
）、
あ
い
さ
つ
運
動
や
５
３
０
運
動
（
清

掃
活
動
）
等
、
多
種
多
様
な
活
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を

大
切
に
し
た
活
動
や
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

講
話
。
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
活
動
な
ど

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

二
月
に
は
、
各
校
の
日
々
の
実
践
を
「
青

少
年
赤
十
字
活
動
実
践
集
」
に
ま
と
め
、
東

三
河
の
加
盟
校
に
配
付
し
、
情
報
交
換
を
す

る
と
と
も
に
、
各
校
の
思
い
や
願
い
が
込
め

ら
れ
た
活
動
が
他
校
へ
の
よ
い
刺
激
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」

こ
と
の
で
き
る
児
童
生
徒
を
育
む
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

尾張地区総会並びに校長連絡会

知多・海部トレセンの様子

マスコットキャラクターを使って
全校にあいさつの充実を呼びかけ

避難所設営体験の様子
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い
ろ
い
ろ
な
子
と

交
流
で
き
た
ら
い
い
な

豊
橋
市
立
磯
辺
小
学
校

�

六
年　

深
谷　

栞
奈

磯
辺
小
学
校
で
は
「
む
く
ろ
じ
活
動
」
と

呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
に
は
「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
」「
奉
仕
活
動
」「
ち
び
っ
こ
先

生
」
が
あ
り
ま
す
。

学
校
行
事
が
縮
小
さ
れ
て
他
学
年
と
関

わ
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
他
学
年
の

子
た
ち
と
気
軽
に
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
と
し
て
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い
て

楽
し
め
る
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
を
六
年

生
の
有
志
と
企
画
し
ま
し
た
。
奉
仕
活
動
で

は
、
あ
ま
り
そ
う
じ
を
し
な
い
場
所
を
低
学

年
の
子
た
ち
と
一
緒
に
き
れ
い
に
し
て
い
ま

す
。
ち
び
っ
こ
先
生
は
、
上
級
生
が
下
級
生

に
折
り
紙
や

勉
強
を
教
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の

活
動
を
通
し

て
、
磯
辺
小

学
校
で
は
、

「
気
づ
き
」「
考

え
」「
実
行
す

る
」
力
を
高

め
て
い
ま
す
。

言
葉
の
伝
わ
り
方

岡
崎
市
立
竜
海
中
学
校

�

三
年　

平
内　

杏
奈

リ
ー
ダ
ー

と
は
、
み
ん

な
の
前
に
立

ち
、
ま
と
め

て
い
く
存
在

だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ト

レ
セ
ン
に
参

加
し
て
考
え

方
が
変
わ
り

ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
、

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
に
対
し
て
の
声
の
か

け
方
で
す
。
相
手
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
言

葉
を
考
え
、
実
際
に
声
を
か
け
て
い
き
ま
す
。

私
は
、
今
ま
で
指
示
を
す
る
よ
う
な
口
調
で

注
意
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
強
く
言
う

よ
り
も
、
よ
り
良
い
行
動
を
提
案
し
た
り
、

一
緒
に
考
え
た
り
す
る
方
が
、
相
手
に
納
得

し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
早

速
学
校
で
、「
静
か
に
し
て
」
で
は
な
く
、

「
静
か
に
し
よ
う
ね
」
と
声
か
け
を
変
え
て

み
る
と
、
言
い
方
を
変
え
た
だ
け
な
の
に
、

い
つ
も
と
は
違
う
反
応
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、「
あ
り
が
と
う
」
で
す
。
驚

い
た
け
れ
ど
、
語
尾
を
少
し
変
え
る
だ
け
で
、

相
手
の
受
け
取
り
方
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

ト
レ
セ
ン
に
参
加
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
は

「
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き

る
人
」
だ
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

能
登
半
島
地
震
募
金
活
動
を
通
し
て

安
城
市
立
安
城
西
中
学
校

�

二
年　

齊
藤　

新
大

一
月
一
日
、能
登
半
島
で
大
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
愛
知
県
に
住
ん
で
い
る
僕
で
も

横
揺
れ
を
感
じ
る
ほ
ど
の
大
き
な
地
震
で
し

た
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が
ら
脳
裏
に
浮
か
ん

だ
の
は
、
帰
省
中
の
友
達
や
部
活
動
の
顧
問

の
先
生
の
安
否
で
し
た
。

幸
い
、
友
達
や
顧
問
の
先
生
は
無
事
で
し

た
。
し
か
し
、
能
登
地
方
の
被
害
は
甚
大
で

し
た
。
真
冬
の
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
多
く
の

方
が
苦
し
い
避
難
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
そ
の
方
々
の
た
め
に
、
僕
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
話
し
合
い
、
安
城
西

中
学
校
生
徒
会
は
能
登
半
島
地
震
募
金
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
は
多
く
の
人
が
協
力
し
て
く

れ
て
、
一
週
間
で
約
九
万
五
千
円
も
の
募
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
毎
日
募
金
を
し
て
く

れ
る
生
徒
が
い
た
り
、
校
長
先
生
を
始
め
、

多
く
の
先
生
方
が
募
金
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
し
ま
し
た
。
募
金
を
通
し
て
、
周
り
の
み

ん
な
も
能
登
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

こ
の
募
金
活
動
を
通
じ
て
、
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
の

あ
た
た
か
さ

を
知
り
ま
し

た
。
こ
れ
か

ら
の
生
活
の

中
で
も
、
周

り
の
人
の
こ

と
を
常
に
思

い
、
行
動
で

き
る
人
に
な

り
た
い
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
セ
ン
で

学
ん
だ
こ
と

豊
田
市
立
足
助
中
学
校

�

三
年　

安
藤　

春
希

ト
レ
セ
ン
で

は
、
気
づ
き
、

考
え
、
実
行
す

る
、
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
特
に
印

象
に
残
っ
た
こ

と
が
二
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
目

は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
す
。
自
分
の
学
校
の
改
善
点
を
見
つ

け
、
ど
う
改
善
す
る
か
を
考
え
、
学
校
に
持

ち
帰
り
実
行
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
自
分

で
改
善
点
を
考
え
、
班
で
共
有
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
違
っ
た
見
方
に
気
付
き
、
新
し
い
意

見
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
つ
目

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
す
。
私
は
知

ら
な
い
場
所
に
一
人
で
行
く
の
が
不
安
で
し

た
。
で
も
班
の
子
た
ち
が
声
を
か
け
て
く
れ

て
話
し
合
い
な
ど
も
仕
切
っ
て
く
れ
た
の

で
、
意
見
を
た
く
さ
ん
言
う
こ
と
が
で
き
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
知
ら
な
い

子
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
楽

し
い
雰
囲
気
を
作
り
出
せ
る
よ
う
な
子
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
け
る
ん
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
ト
レ
セ
ン
に
参
加
し
、
自
分
で
考
え

を
発
表
す
る
こ
と
や
、
友
達
の
意
見
を
聞
き

入
れ
る
こ
と
で
よ
り
よ
い
も
の
が
作
れ
る
こ

と
、
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
で
み
ん
な
が
楽
し
く
活
動
で
き
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

学
校
で
広
め
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
り

た
い
で
す
。

募金活動の様子

他校の生徒とワークショップ

５年生と６年生の対決

声かけの練習風景
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文
化
祭
で
の
献
血
呼
び
か
け
を

続
け
て
い
ま
す
。

名
古
屋
学
院　

名
古
屋
中
学
・
高
等
学
校

�

教
諭　

大
薮　

博
康

本
校
で
は
二
〇
一
三
年
よ
り
文
化
祭（
九

月
）
お
い
て
献
血
車
に
来
て
も
ら
い
、
献
血

を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
明
け
か
ら
、
献
血
協
力
者
を
募
る

案
内
を
出
し
、
当
日
ま
で
に
約
五
十
名
の
献

血
協
力
者
が
集
ま
る
よ
う
に
本
校
の
先
生
や
、

生
徒
の
保
護
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

文
化
祭
当
日
は
、
J
R
C
部
員
の
中
学

生
は
献
血
呼
び
か
け
、
高
校
生
は
友
達
を
つ

れ
て
献
血
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
文
化
祭

当
日
、
生
徒
た
ち
は
忙
し
く
て
で
き
な
か
っ

た
と
し
て
も
、「
献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
献
血

に
対
す
る
意
識
づ
け
が
な
さ
れ
ま
す
。
後
日
、

「
献
血
ル
ー
ム
で
献
血
し
た
よ
」
と
話
し
て

く
れ
る
高
校
生
三
年
生
も
い
ま
し
た
。

毎
年
、六
十
名
以
上
の
協
力
者
が
い
て
血
液

が
あ
つ
ま
り
、
協
力
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感

謝
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
校
生
徒
や
一
般
の
方
々
に
献

血
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
献
血
し
て
く

れ
る
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
若
い
人
の
献
血
協
力
者
の
数
が
減

っ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
ま
ま
若
い
人
の

協
力
者
が
減
少
す
れ
ば
、
将
来
、
輸
血
で
き

ず
救
わ
れ
な
い
命

が
出
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
か
し
て
自

分
や
家
族
が
病
気

に
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
、
自
分
事

と
し
て
考
え
、
こ

れ
か
ら
も
献
血
を

呼
び
か
け
て
い
き

ま
す
。 

全
国
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
仲
間
た
ち
と

気
づ
き　

考
え　

実
行

名
古
屋
市
立
八
社
小
学
校

�

教
諭　

神
谷　

陽
子

五
月
三
十
一

日
～
六
月
二
日

に
か
け
て
東
京

で
青
少
年
赤
十

字
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
指
導
者
養

成
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
Ｊ
Ｒ

Ｃ
の
仲
間
た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
活
動
報
告
を
し
合
っ
た
り
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
意
見
や
考
え
を
伝

え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
「
気
づ

き　

考
え　

実
行
す
る
」
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
能

登
半
島
地
震
で
の
支
援
活
動
報
告
を
も
と

に
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
、
ま
さ
に
大

変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
被
災
者
の
方
に
対

し
て
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
理
解
・
親
善
で
は
、
自
国
に
は
無
い

文
化
に
対
し
て
、
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
難
い

も
の
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
他
文
化
に
対
し
て
、

理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
の
講
習
会
で
多
く
の
気
づ
き
に
出

会
い
、
た
く
さ
ん
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

後
は
実
行
あ
る
の
み
で
す
。
私
の
学
ん
だ
気

づ
き
を
一
人
で
も
多
く
の
人
と
共
有
し
、
み

ん
な
で
考
え
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か

ら
も
活
動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
運
動
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ

あ
ま
市
立
甚
目
寺
中
学
校

�

教
諭　

中
道　

秀
斗

本
校
で

は
、
生
徒

会
が
運
営

す
る
委
員

会
活
動
の

中
に
生
活

委
員
会
が

あ
り
ま
す
。

生
活
委
員

会
の
定
期

活
動
と
し

て
、
朝
の

あ
い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
朝
、
学

校
の
門
や
昇
降
口
の
前
で
挨
拶
を
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
声
が
出
せ
な
か
っ
た
り
、

挨
拶
を
返
さ
な
か
っ
た
り
す
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
あ
い
さ
つ
運
動

を
生
活
委
員
会
の
生
徒
だ
け
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
生
徒
会
役
員
も
あ
い
さ
つ
運
動
に

参
加
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
案
が
出

ま
し
た
。
生
徒
会
役
員
で
話
し
合
い
、「
や

っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
朝
の

あ
い
さ
つ
運
動
に
生
徒
会
役
員
が
加
わ
り
、

よ
り
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
ま
し

た
。
す
る
と
、
生
活
委
員
会
の
生
徒
も
朝
登

校
し
て
く
る
生
徒
も
、
段
々
と
大
き
な
声
で

挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
の
意
見

を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
気
づ
き
・
考
え
・

実
行
す
る
」
を
合
言
葉
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
関
わ

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あいさつ運動の様子

文化祭での献血の様子

防災教育プログラムでのグループ学習のようす

地
域
と
と
も
に

気
づ
き　

考
え　

実
行
す
る

扶
桑
町
立
高
雄
小
学
校

�

教
諭　

吉
村　

友
宏

「
進
ん
で
、
目
を
見
て
、
明
る
く
あ
い
さ
つ

を
す
る
」
高
雄
っ
子
を
目
指
し
て
、
あ
い
さ
つ

を
す
る
た
め
、
登
校
時
間
に
は
、
生
活
委
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
子
が
、
あ
い
さ
つ
隊
と
し
て

門
の
付
近
に
並
び
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て

い
ま
す
。
休
み
時
間
に
な
る
と
外
で
元
気
よ
く

遊
ぶ
明
る
い
子
が
多
い
学
校
で
す
。

「
お
花
が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
」
本
校
の
誇

れ
る
も
の
で
す
。
四
年
生
や
環
境
委
員
を
中

心
に
花
の
世
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。
P
T
A

の
方
の
協
力
も
得
て
、
花
の
世
話
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
庭
に
は
た
く

さ
ん
の
「
く
す
の
き
」
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
方
は
協
力
的
で
、
落
ち
葉
が
多
く
な
る
時

期
に
は
、
落
ち
葉
は
き
、
草
が
伸
び
て
く
る

と
除
草
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
六
年
生
を
中
心
に
、
登
校
後
の
わ

ず
か
な
時
間
を
利
用
し
て
、
花
壇
の
草
を
抜

く
活
動
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

Ｃ
理
念
で
あ
る

「
気
づ
き　

考

え　

実
行
す

る
」
が
あ
い
さ

つ
で
も
学
校
美

化
に
お
い
て
も

実
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
活

動
を
広
め
て
い

き
た
い
で
す
。

朝の除草作業
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加
盟
校
だ
よ
り

北
名
古
屋
市
立
師
勝
西
小
学
校

本
校
で
は
、
児
童
会
や
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
目
指
し
て
、

児
童
自
身
の
考
え
を
基
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
校
は
住
宅
街
に
あ
り
、
児
童
数
に
対
し

て
運
動
場
が
狭
く
、
怪
我
が
発
生
し
や
す
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
休

み
時
間
の
運
動
場
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
保

健
委
員
会
や
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
、
児
童
会
が

協
力
し
て
意
見
を
出
し
合
っ
て
考
え
て
い
ま

す
。
怪
我
防
止
の
た
め
に
学
年
や
使
用
ス

ペ
ー
ス
を
分
け
る
の
か
、
運
動
量
確
保
の
た

め
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
児
童
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
の
か
、
ど
ん
な
ル
ー
ル
に
し

て
い
く
の
か
を
児
童
自
身
で
検
討
し
て
い
ま

す
。自

分
の
意
見
で
物
事
を
進
め
る
経
験
か
ら

「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
態
度
を
育

成
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
加
藤　

遊
）

東
海
市
立
三
ツ
池
小
学
校

本
校
で
は

「
子
ど
も
主

体
」
の
活
動

を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

総
務
委
員

会
で
は
、「
み

ん
な
楽
し
く 

み
ん
な
笑
顔

で　

み
ん
な

元
気
に
」
と

い
う
目
標
を

た
て
、
特
に
あ
い
さ
つ
運
動
に
力
を
入
れ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
、「
あ
い
さ
つ
は

な
ぜ
必
要
か
」
全
校
児
童
に
問
い
か
け
、
あ

い
さ
つ
の
意
義
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
あ

い
さ
つ
の
仕
方
に
レ
ベ
ル
を
設
定
し
、
相
手

の
名
前
を
呼
ん
で
目
を
見
て
、
自
分
か
ら
元

気
に
す
る
あ
い
さ
つ
を
「
レ
ベ
ル
Ｍ
ａ
ｘ
」

と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
級
ご
と
の
「
学

級
あ
い
さ
つ
リ
レ
ー
」
や
児
童
会
役
員
に
よ

る
「
外
国
語
の
あ
い
さ
つ
」
や
「
方
言
あ
い

さ
つ
」
の
企
画
を
考
え
、
実
施
し
ま
し
た
。

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ひ
と
つ
で
あ
る
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
に

「
気
づ
き
」、
進
ん
で
あ
い
さ
つ
で
き
る
工
夫

を
「
考
え
」、
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
レ
ベ

ル
Ｍ
ａ
ｘ
の
あ
い
さ
つ
を
目
指
し
「
実
行
す

る
」
取
組
は
、「
子
ど
も
主
体
」
の
活
動
で

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
ど
の
委
員
会
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
児
童
の
活
動

を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
中
道　

み
ゆ
き
）

豊
橋
市
立
本
郷
中
学
校

本
校
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
た
い
と

い
う
生
徒
の
思
い
か
ら
、
二
年
が
か
り
で
、

本
校
と
し
て
推
進
す
る
十
七
の
目
標
を
作

成
し
ま
し
た
。
更
に
、
重
点
的
に
実
施
し
て

い
く
五
つ
の
目
標
を
定
め
た
「
H
O
N
5
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、

各
委
員
会
の
企
画
や
文
化
祭
の
出
し
物
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
区
を
流
れ
る
近
隣
の
梅
田
川
、
校

区
内
の
公
園
、
通
学
路
で
の
清
掃
活
動
を
十

年
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
全
校
生
徒
か
ら
募
集
し
、
毎
回
百

名
以
上
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
積
極
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
が
少
な
く
な
っ

た
小
学
校
と
の
関
わ
り
を
増
や
し
た
い
と
い

う
生
徒
の
願
い
を
生
か
し
、
小
学
校
と
の
意

見
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
校
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
挨
拶
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
見
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
小
中
三
校
で
推
進
し
て
い
き
た
い
と
い
っ

た
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
小
中
合
同

の
挨
拶
運
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
徒

会
や
児
童
会
が
中
心
と
な
っ
て
各
校
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
青
少
年

赤
十
字
が
掲

げ
る
「
気
づ

き
、
考
え
、
実

行
す
る
」
生

徒
の
育
成
を

目
ざ
し
、
教

育
活
動
を
継

続
し
て
い
き

ま
す
。

（
荻
野　

達
成
）

岡
崎
市
立
六
ツ
美
中
部
小
学
校

菜
の
花
は
、

学
区
の
六
ツ

美
地
区
に
お

い
て
生
活
に

根
差
し
た
花

で
し
た
。
そ

の
菜
の
花
を

通
し
て
、「
な

の
は
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

に
、
令
和
四

年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。
菜
種
の
収
穫
な
ど
、
全
校
で
取
り
組

む
活
動
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
四
年
生

は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
位
置
付
け
、

年
間
を
通
し
て
「
な
の
は
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
主
な
活
動
は
、
菜
種
の
収

穫
、
菜
種
油
搾
取
の
体
験
活
動
、
搾
取
し
た

菜
種
油
と
サ
ラ
ダ
油
の
違
い
を
体
感
す
る

「
ポ
テ
ト
の
会
」、
次
年
度
の
菜
の
花
を
育
て

る
た
め
の
種
ま
き
等
で
す
。
特
に
令
和
五
年

度
は
、
学
区
内
に
畑
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、

そ
こ
を
菜
の
花
畑
に
し
よ
う
と
、
学
区
の
有

志
の
方
の
協
力
を
得
て
活
動
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

児
童
の
思
い
か
ら
、
こ
の
学
習
を
次
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
四
年
生
が
学
習
内
容
を
ま
と

め
、
三
年
生
に
発
表
す
る
会
も
行
い
ま
し
た
。

菜
の
花
畑
は
、
こ
の
春
、
き
れ
い
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
現
四
年
生
が
、

こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、「
な
の
は
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

�

（
佐
野　

和
彦
）

委員会での意見交換

梅田川での清掃活動

児童会によるあいさつ運動

菜種油搾取の体験活動
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刈
谷
市
立
雁
が
音
中
学
校本

校
で
は
、教

職
員
が
支
え
、

生
徒
が
創
る
学

校
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の

原
動
力
と
な
っ

て
い
る
の
が
、生

徒
の
想
い
で
す
。

令
和
六
年
の

三
学
期
始
業
式
、

月
例
の
生
徒
会

役
員
会
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ

に
突
如
、
現
れ

た
一
人
の
生
徒

か
ら
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。「
生

徒
会
の
み
な
さ
ん
、
能
登
半
島
地
震
に
つ
い

て
、
連
日
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
す
。
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
に
募
金
箱
が
置
い
て
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
は
そ
こ
ま
で
コ
ン
ビ
ニ
に
は
行

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
募
金
を
し
た
い
人
が
、

そ
の
想
い
を
形
に
で
き
る
よ
う
に
学
校
で
募

金
活
動
を
し
た
い
ん
で
す
。」

そ
の
想
い
に
共
感
し
た
生
徒
会
役
員
会

は
、
手
作
り
の
募
金
箱
を
持
ち
、
毎
朝
昇
降

口
に
立
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
募
金
活
動

や
っ
て
い
ま
す
。」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。」「
明
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
願
い

し
ま
す
。」
す
る
と
、
家
族
全
員
を
代
表
し

て
募
金
を
し
た
り
、
同
い
年
の
受
験
生
を
気

遣
う
手
紙
を
添
え
、
今
年
も
ら
っ
た
お
年
玉

を
募
金
し
た
り
す
る
生
徒
た
ち
が
い
ま
し

た
。
一
人
の
生
徒
の
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
募

金
活
動
は
、
四
十
名
を
超
え
る
有
志
に
囲
ま

れ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
雁
中
に
は
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
優
し
い
心

の
持
ち
主
が
い
た
っ
て
こ
と
で
す
ね
。」
と

語
る
発
案
者
の
表
情
は
晴
れ
や
か
で
し
た
。

�

（
菊
地　

惇
也
）

豊
田
市
立
稲
武
小
学
校

本
校
は
小
規
模
校
の
た
め
、
よ
り
多
く
の

子
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
異
学
年

交
流
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
な
か
よ
し

班
」
と
い
う
縦
割
り
班
で
掃
除
を
行
っ
た
り
、

六
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
計
画
を
す
る
「
な

か
よ
し
班
遊
び
」
を
行
っ
た
り
、
今
月
の
歌

を
発
表
す
る
音
楽
集
会
や
、
合
同
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

五
年
生
は
、
林
間
学
校
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
で
行
う
ゲ
ー
ム
を
一
年
生
と
楽
し
も

う
と
、
交
流
会
を
計
画
し
ま
し
た
。「
猛
獣

狩
り
」
で
は
、
一
年
生
が
ペ
ア
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
五
年
生
が
声
を
か
け
た

り
、「
マ
イ
ム
マ
イ
ム
」
で
は
、
複
雑
な
足

の
ス
テ
ッ
プ
を
一
年
生
が
で
き
る
よ
う
に
、

ゆ
っ
く
り
教
え
た
り
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

一
年
生
は
五
年
生
の
話
を
真
剣
に
聞
い
て
、

楽
し
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
一
・
五
年
生

全
員
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
交
流
会
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。�

（
西
野　

萌
花
）

愛
知
県
立
瀬
戸
西
高
等
学
校

本
校
で

は
生
徒
会

執
行
部
を

主
体
と
し

て
青
少
年

赤
十
字
活

動
を
実
践

し
て
い
ま

す
。
特
に

昨
年
度
力

を
入
れ
て

取
り
組
ん

だ
こ
と
が
、
冬
に
行
わ
れ
る
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
校
内
の
生

徒
た
ち
と
そ
の
保
護
者
で
通
学
路
を
清
掃
す

る
程
度
で
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

夏
休
み
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
Ｔ
Ｃ
）
へ
参
加
し
た
生
徒
が

発
起
人
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
生
徒
が
参
加

で
き
る
よ
う
、
募
集
の
仕
方
を
工
夫
し
、
部

活
動
の
協
力
を
得
る
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に

交
流
の
あ
っ
た
み
ど
り
の
ま
ち
病
院
と
交
流

で
き
る
活
動
に
で
き
な
い
か
と
提
案
し
、
当

日
は
職
員
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
、
清

掃
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
は
、
こ
れ
以
外
に

募
金
の
呼
び
か
け
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参

加
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
夏
休
み

に
行
わ
れ
る
Ｌ
Ｔ
Ｃ
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

現
在
の
活
動
を
よ
り
活
発
に
し
、
よ
り
多
く

の
生
徒
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
生
徒
会
執
行

部
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�
（
今
井　

伸
哉
）

名
古
屋
市
立
新
郊
中
学
校

「
名
古
屋
地
区
の
ト
レ
セ
ン
で
体
験
し
た

こ
と
を
学
校
中
の
生
徒
に
広
め
た
い
で
す
。」

ト
レ
セ
ン
に
参
加
し
、
福
祉
体
験
を
し
た
生

徒
四
名
が
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
顧
問
に
提
案
に
来
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
そ
の
四
名
が
企
画
者
と
な
っ
て
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
内
で
福
祉
体
験
を
す
る
機
会
を

設
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
で
こ
の

体
験
を
全
校
生
徒
向
け
に
企
画
す
る
か
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

全
校
に
働
き
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
部
員

の
中
に
は
、
で
き
る
か
不
安
に
思
う
者
が
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、「
一
人
で
は
で
き
な

い
こ
と
だ
け
ど
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
な
ら
や

れ
る
と
思
う
。
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
」
と
、

一
人
の
部
員
が
発
言
し
、
そ
れ
を
受
け
て
部

と
し
て
企
画
運
営
を
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

準
備
期
間
二
か
月
。
体
験
方
法
や
説
明

文
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
工
夫
し
、
参
加
者

が
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
部
員

た
ち
は
、「
気
づ
き
」「
考
え
」「
実
行
す
る
」

と
い
う
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
態
度
目
標
を
常
に
意
識

し
て
活
動
し
ま
し
た
。

体
験
会
当
日
は
、
百
五
十
名
も
の
生
徒
が

参
加
し
、
企
画
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
福

祉
体
験
を
企
画
運
営
で
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
と
思

考
す
る
部
員
た

ち
の
す
ば
ら
し

い
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
顧
問

と
し
て
、
こ
の

姿
を
後
輩
部
員

た
ち
に
伝
え
、

継
承
し
て
い
く

努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
笹
野　

祐
加
）

マイムマイムを楽しむ児童

福祉体験をする生徒たち

募金活動に集まった有志

クリーンキャンペーンの様子
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四
月
二
十
三
日
「
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
」
で
、
令

和
六
年
度
愛
知
県
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協

議
会
役
員
会
・
総
会
・
研
究
推
進
校
実
践
発

表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
議
事
に
先
立
っ
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
五
十
八
名
の
先
生
方
と
百
四
十
一

の
学
校
と
園
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
い
て
、
令
和
四
・
五
年
度

の
研
究
推
進
校
で
あ
っ
た
「
名
古
屋
市
立
稲

西
小
学
校
」
と
「
豊
橋
市
立
汐
田
小
学
校
」

が
実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
、
青
少

年
赤
十
字
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
・
推
進
と

未
加
盟
校
へ
の
活
動
普
及
を
目
的
に
、
研
究

推
進
校
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
研
究
は
二
か

年
の
委
嘱
期
間
で
実
施
さ
れ
、
研
究
成
果
の

発
表
を
行
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
先
生
方
は
、

両
校
の
充
実
し
た

研
究
実
践
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
み

え
ま
し
た
。
両
校
の

研
究
要
項
を
全
加

盟
校
に
配
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。令

和
六
年
度
主
な
事
業
計
画

＊
役
員
会
・
総
会
・
実
践
発
表
会�

４
月
23
日

�

（
会
場　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
）

＊
第
一
回
ト
レ
セ
ン
検
討
会�

５
月
１７
日

�
（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
高
校
指
導
者
研
究
会
・
メ
ン
バ
ー
連
絡
会

�

６
月
１
日
（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
高
校
ト
レ
セ
ン�

７
月
15
日
・
２７
日
～
２８
日

�

（
会
場　

愛
知
県
美
浜
自
然
の
家
ほ
か
）

＊
小
中
ト
レ
セ
ン�

８
月
７
日
～
８
日

�

（
会
場　

愛
知
県
美
浜
自
然
の
家
）

＊
指
導
者
講
習
会�

８
月
21
日
～
22
日

�

（
会
場　

愛
知
県
美
浜
自
然
の
家
）

＊
救
急
法
講
習
会�

８
月
９
日
・
26
日

�

（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
第
二
回
ト
レ
セ
ン
検
討
会�

９
月
６
日

�

（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
指
導
者
協
議
会
講
演
会�

１
月
１７
日

�

（
会
場　

名
古
屋
市
公
会
堂
）

＊
指
導
者
講
習
会
実
践
発
表
会�

１
月
24
日

�

（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
高
校
活
動
発
表
会�

２
月
１
日

�

（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
令
和
五
・
六
年
度
研
究
推
進
委
嘱
校

　

・
半
田
市
立
雁
宿
小
学
校

　

・
岡
崎
市
立
六
ツ
美
中
部
小
学
校

＊
令
和
六
・
七
年
度
研
究
推
進
委
嘱
校

　

・
刈
谷
市
立
朝
日
小
学
校

　

・
豊
田
市
立
畝
部
小
学
校

発　

行　

令
和
六
年
七
月
一
日

発
行
者　

愛
知
県
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会

事
務
局　

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部

　
　
　
　

〒
四
六
一
―
八
五
六
一

　
　
　
　

名
古
屋
市
東
区
白
壁
一
―
五
○

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

○
五
二
―
九
七
一
―
一
五
九
九

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
五
二
―
九
七
一
―
一
五
九
○

加
盟
状
況
（
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

〇
幼
稚
園
・
保
育
園�

五
十
六
園

〇
小
学
校�

六
百
三
十
六
校

〇
中
学
校�

二
百
六
十
八
校

〇
高
等
学
校�

百
十
八
校

〇
特
別
支
援
学
校�

十
四
校

〈
加
盟
校
合
計
〉�

一
、
〇
九
二
校
・
園

〈
メ
ン
バ
ー
総
数
〉�

四
二
九
、
〇
三
二
名


